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2025 年度 学校運営報告 
 

 学校法人 国際文化アカデミー 

 

 

１．総括 

 

今年度は、昨年度からスタートした中期経営計画「JTC Re-Born 計画 2028」の実現に

むけた改革を本格的に始動させるフェーズとして、あらゆる取組やアクションを迅速かつ

着実に実践、実行することをあるべき姿と定めました。その上で、「自ら変わり、周りも

変える！」を基本方針に、全てのステークホルダーとの「対話」を通じた相互理解を促進

し、未来に向けた自己変革・組織変革（トランスフォーメーション）をスピード感もって

実行することに注力しました。 

具体的には、学校法人としての機能を「法人経営（法人統括本部）」と「学校運営（専

門学校）」に分けることで役割と責任を明確にした上で、昨年度に「JTB カレッジ再生プ

ロジェクト」として推進してきた抜本的な３つの改革（学生募集改革、カリキュラム改革、

キャリア支援改革）の取組と推進を各業務ラインに移行しました。さらに、全社・部門・

個人ごとに明確な目標を定め、成果とプロセスを評価するしくみを構築するとともに、中

長期を見据えた教職員の数と質の確保による組織体制の強化を行い、計画の着実な実践、

実行を図りました。 

学校運営としては、4 月に新たな 1 年生 82 名（日本人 33 名、留学生 49 名）を迎え、

2 年生 36 名（日本人 16 名、留学生 20 名）との合計 118 名でスタートしました。期首の

学生総数は昨年度比 178.8%、52 名増であるものの、依然として極めて少ない学生に対し、

授業、行事・学外活動等におけるきめ細かな教育活動に努めました。 

就職活動につきましては、ツーリズム業界での採用環境が引き続き良好の中、JTB グル

ープと業界各社からの求人に対応し、就職内定率は 100.0％を達成しました。 

学生募集につきましては、2026 年度の入学生計画 150 名（高校生・既卒生 90 名、留学

生 60 名）の確保拡大に向けて、推進体制を昨年度までの教務部から法人統括本部に移行

し、入学広報課（対外呼称：入学相談室）が中心となって取り組みました。具体的には、

昨年度に設定したターゲット校（高校、日本語学校）に対する教務部講師と連携したセー

ルス強化、高校主催の進路ガイダンスや合同進学フェアの積極参加、SNS やリスティン

グによるプロモーション戦略の継続的強化、SEO 対策強化による HP への自然検索流入

増加を図りました。また、最重要タッチポイントであるオープンキャンパス（以下、OC）

での開催時期や設定回数、形態の見直し、開催告知強化による参加促進、説明内容および

資料の全面刷新や HP の随時改修等について、より一層の取組強化を行いました。 

この結果、高校生（３年生）・既卒生における OC の予約数は 179 名（前年度比 124.3%）

で一定の成果があったものの、実際の参加者数は 120 名（前年度比 105.2%）の微増とな

りました。また、並行して、2027 年度の学生確保に向けた高校２年生に対するアプロー
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チの強化を図り、OC 参加者は 70 名（前年度比 162.7%）となりました。留学生について

は、HP やパンフレットでの早期告知、積極的な進学フェアの参加や日本語学校へのセー

ルスが奏功した結果、予約数 794 名、参加者数 425 名で目標比 212.3%、前年度比 276％

の大幅増、過去最高の参加者となりました。 

受験者（出願）数については、OC を通じた積極的なコミュニケーション、校舎リノベ

ーション、入学選考の流れやしくみを改善したことで出願率が向上し、高校生・既卒生 44

名（前年度＋9 名）、留学生 156 名（前年度＋93 名）の合計 200 名となりました。 

入学選考結果および辞退者を反映した最終入学者数は、高校生・既卒生 35 名（前年度

比 106.1%、＋2 名）、留学生 87 名（前年度比 177.6%、＋38 名）の合計 122 名（前年度

比 148.8％、＋40 名）で、計画総数 150 名に対しては 81.3%となりました。残念ながら

計画に対して未達となりましたが、特に、留学生に対しては、当校としての教育品質の維

持向上の観点から合格水準を保持した厳選選考（合格率 55.7%）を行った結果となります。

（2026 年 4 月 1 日現在） 

次に、カリキュラムの改革につきましては、昨年度に確立した新たなカリキュラムの方

向性や考え方を基に、今年度において「数学的思考力」や「観光 DX」といった新たな科

目を試験的に導入しました。その上で、教務部およびカリキュラム検討委員会を中心に

2026 年度でのカリキュラムの全面的な改編にむけて、各科における具体的な方針の策定、

科目の精査と設定、時間割の策定に取り組みました。 

キャリア支援改革については、期首において学生サポートセンター（進路指導室）の要

員を加重し、裾野の広いツーリズム産業における就職先の拡大、指定校推薦による編入枠

の拡大にむけた大学との連携強化を図りました。2026 年度新卒採用での㈱JTB での当校

開校以来初の「総合職」採用に続き、これまで新卒採用の対象が四年制大学卒の学生のみ

であった㈱JTB コミュニケーションデザイン、中途採用のみを実施してきた㈱クオニイ

ツムラーレジャパン、更には㈱DNP プランニングネットワークにおける 2027 年度新卒

採用での当校の学生に対する選考が開始しています。 

昨年度から取り組んできたブランディングについては、「価値向上 PJT」での議論検討

を加速させ、専門学校としての明確なブランド確立にむけて教職員のみならず在校生の意

見も反映した上で、「ブランドコンセプト」（「やってみたい」が未来を動かす）を定め、

このコンセプトに込めた想いやメッセージを「ブランドストーリー」としてまとめました。

また、「ブランドアイデンティティ」としてスクールカラーの指定、学校公式マスコット

キャラクターの制作なども行い、今後、当校としてのブランドを広く社会に訴求し、浸透

させていく取組を強化してまいります。 

中期経営計画における「新たな専門学校モデルの構築」の実現を支える基盤整備として、

昨年度末での校舎１階部分の大規模改装に続き、長年の懸案であった老朽化した「ホテル

＆ブライダル科実習室」を 8 月に地下 1 階から 2 階に移設し、より実践的で効果的な実

習が可能なトレーニングルームにリニューアルしました。また、今年度立ち上げた「生産

性向上 PJT」において、時流に合った学びができるための PC 入替を含む IT 環境の整備

にも取り組むとともに、学生対応における効果的・効率的な学びのフローの確立と教職員

の労働生産性向上を目指したインフラ整備の議論検討を進めております。 

さらに、学校法人の新たな収益の柱としての社会人・大学生向けコース・カリキュラム
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の構築について、「社会人・大学生が、未来のツーリズム産業の発展に向けて、次のステ

ージに踏み出し、キャリアアップを実現するための支援を行う」ことをコンセプトに、事

業としての名称を「JTB ツーリズムビジネスカレッジ NEXT」、この事業が提供するプ

ログラムを「未来観光塾」と定めました。今夏での大学生のインターンシップ事前研修を

皮切りに、第 4 四半期において、社会人（宿泊施設、旅行会社の従業員）に対するスキル

アップ・リスキリング研修や大学生の春休みインターンシップでの事前・事後研修のトラ

イアル実施をし、合計 72 名が受講いたしました。この新たな取組は、まだまだ緒に就い

たばかりで試行錯誤を繰り返しながらの事業展開となりますが、社会からのニーズや期待

は高いものと認識しており、将来的に当法人の経営を支える大きな事業への成長発展を目

指した取組を行ってまいります。 

以上の結果、今年度の事業活動収支は、事業活動収入（教育活動収入）384,335 千円（前

年度比 122.８％、補正予算差異▲567 千円）、事業活動支出（教育活動支出）517,844 千

円（同 115.9%、同▲3,840 千円）、教育活動収支差額 ▲133,508 千円（同▲→▲、同▲

3,840 千円）、経常収支差額▲131,081 千円（同▲→▲、同▲5,080 千円）、特別収支差額

3,813 千円（同 6.3%、同 313 千円）、基本金組入額合計 87,472 千円（同▲→▲、同▲

9,143 千円）、当年度収支差額▲214,740 千円（同▲→▲、同▲13,910 千円）となりまし

た。 

 

２．学生募集関連 

18歳人口の減少や大学進学率の上昇、大学無償化制度の拡大等により、専門学校を取り巻

く募集環境は一層厳しさを増しています。このような環境下において、本校では学生募集

を最重要課題と位置づけ、学校の認知拡大から学生の出願促進までを一体的に強化しまし

た。 

その結果、2026年 4 月入学予定者は 122名（前年比 148.8％）となり、一定の回復基調

を確認しました。一方で、日本人学生の入学者数は 35名（対計画 38.8％、対前年 106.1％）

に留まり、日本人高校生におけるツーリズム分野の仕事や企業に対する認知不足が構造的

かつ継続的課題として、より明確になりました（2026年 4月 1日現在）。 

今後は、日本人市場の開拓を最優先課題としつつ、成果の出た施策の再現性を高めるこ

とで、安定的な入学者確保体制の構築を図ります。 

 

（１）学生募集状況 

2026年 4月入学予定は 122名（前年比 148.8％）となりました。 

内訳は以下の通りです。 

・日本人学生：35 名（前年比 106.1％）目標達成率：38.8％ 

・留学生：87名（前年比 177.6％）目標達成率：145％ 

留学生募集は前年度以上に堅調に推移し、日本語能力及び素養の高い学生の確保（合

同クラスに 16 名入学）が進みました。一方、日本人学生は前年同様に目標未達とな

り、次年度の重点改善領域と位置付けました。 

なお、期中で募集停止を行った夜間部は、将来的な需要及びリソースの集中と選択

を踏まえ、次年度以降の廃止を決定しました。 
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（２）主な募集施策と成果 

入学者の目標達成のため、具体的に取り組んだテーマは、入学見込者の母集団形成と出

願に繋がるオープンキャンパスへの改革の二つとなります。 

 

①母集団形成（オープンキャンパス参加者の増加）のための施策 

(ア) 高等学校に対するデータに基づくターゲティングの高度化 

教務部と連携してターゲット AB 校 259 校へのアポイントセールスを実施。「専門

学校への進学率」や「進路指導方針」、「過去の入学者数」、「生徒数」等のデータ分析

に基づき、ターゲット校を再編しました。これにより営業活動の重点化・効率化を実

現しました。オープンキャンパス参加者におけるターゲット AB 校比率は 23.8％と

なっています。 

 

(イ) 低学年層への接触強化 

進路選択の早期化傾向を踏まえ、1・2 年生向け進路ガイダンスへの登壇を拡大し

ました。3 年生 34 校 98 名（前年同期比：校数 170％、人数 168.9％）に加え、2 年

生 51校 387名（前年同期比：校数 145.7％、人数 233.1％）、1 年生 48校 611名（前

年同期比：校数 533.3％、人数 1454.8％）と接触人数は大幅に増加し、中長期的な母

集団形成に大きく寄与しました。１校当たりの平均参加者数は 8.45名（前年同期比

189％）と昨年を大きく上回りました。また、ターゲット AB 校への登壇率は 73.6％

と、ターゲット校への登壇傾斜も実施しました。 

 

(ウ)JTB 法人営業チームとの連携 

低学年向けの進路ガイダンスへの「登壇紹介」と「登壇」の二つのセールス連携施

策を実施強化しました。首都圏の JTB 教育営業個所 11 支店のミーティングに参加
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し、当校の現状と目指す方向性を共有し、JTB 内での学校認知の拡大を図りました。

その結果、29校の進路ガイダンスに JTBの教育営業担当者に登壇をいただき、計 279

名の低学年の学生に対し、コロナ禍以降の継続課題であるツーリズム業界の仕事の

魅力やりがいを伝えることで、理解促進・認知拡大ができ、次年度の母集団形成へ大

きく寄与しました。 

 

(エ)日本語学校（留学生）へのセールス強化 

指定校 24校及び東京都認可校 32校、計 56校へのセールスを実施し、認知拡大と

共に指定校推薦入学選考の周知を行いました。日本語学校の教職員向けのメルマガ

定期配信も継続的に実施し、安定的な出願導線を確保できるよう努めた結果、指定

校 24校から 17名の出願がありました。 

 

（オ）会場ガイダンスへの出展 

日本人向け会場ガイダンスでは、株式会社マイナビ主催の東京・横浜・埼玉・千葉

の低学年向け（１～２年生向け）ガイダンスへ出展しました。計 95名の学生の情報

を取得し、次年度以降へ向け有望な母集団の形成をすることができました。一方で、

会場ガイダンスからオープンキャンパスへの参加率は 6.5％と、遷移率に課題が残り

ました。 

留学生向けガイダンスでは、5月～7月にかけて計 8回出展。多くの留学生と接触

することができ、439 名の学生情報を取得できました。スリランカやネパールなど、

非漢字圏で語学力の低い学生も多く参加していましたが、参加学生からの口コミで

の認知拡大も目的として、できるだけ多くの学生との接触を心がけました。 

 

（カ）認知拡大のための取組 

(ⅰ)検索エンジン最適化（以下、 SEO）を軸とした Webサイトの改善 

広告に依存せず、自然検索からの流入数を増やし学校の認知を拡大するために、

SEO を軸とした Web 流入の改善を図っています。内製化するには難しい専門的な

知見を導入し、Webサイトの不足部分を改善してきました。1月末には Webサイト

を全面リニューアルし、着手できていなかった SEOの構造的課題を改善しました。 

あわせて、学生一人ひとりの興味に合ったオープンキャンパスに参加できるよ

う、内容を事前に確認し、参加したいプログラムを選んで予約できる設計へ変更

しました。さらに、卒業生・在校生の声、教職員紹介、カレッジ note（ブログ）

を新設し、本校の取り組みや魅力を継続的に発信できる体制を整えました。「自然

流入割合：60.5％（前年比 241.5％）」「HP表示回数：195,102（前年比 103.1％）」

「セッション数：86,354（前年比 127.3％）」など、多くの指標で改善がみられお

り、施策の効果が出てきています。 

 

(ii)Instagram の運用強化（外部ベンダーへ業務委託） 

Instagramは高校生利用率が高く、学校生活や業界イメージの訴求に最適です。

保存・シェア機能により進路検討期間中の継続接触が可能であり、認知から来校

意欲形成まで一貫した導線を構築できます。月 4 本の投稿をベースに学校行事や

授業風景、未来の職場見学、在校生・教職員のインタビュー動画等で学校の魅力
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を発信し、認知拡大を図るためにフォローワー数やいいね数を増やしていきまし

た。フォローワー数は 2,883名（前年+360名）と順調に増加しました。LINEにつ

いては、新規認知獲得機能は限定的のため、来校後フォローの主要ツールとして

活用しています。TikTokは拡散力が高いですが、情報の蓄積や学校理解の促進の

観点では認知拡大は難しいと考え、現在は Instagramの運用に絞っています。 

 

(ⅲ)広告の運用強化 

認知補完機能として Google のリスティング広告や Instagram と LINE の SNS 広

告を継続実施しました。予算を抑制し効率運用を実施した結果、認知度や露出量

を測る指標であるインプレッション数は下がりましたが、SEO 対策と連動して自

然流入数を相乗効果で高める狙いで認知拡大を図ってまいりました。 

 

②オープンキャンパスについての取組 

(ア)学校ガイダンス（巣鴨開催）について 

ツーリズムの魅力や JTB グループについて理解を深めることができる構成へ全面

刷新しました。在校生によるパネルトーク形式の対話の時間を拡大し、入学後の授

業はもちろん、学校行事や生活、就職活動等がイメージできるスタイルに変更しま

した。また、参加特典でロス旅缶を配布し、JTBのサステナビリティに対する取組や

若手社員のチャレンジできる様子なども周知しました。当日のスケジュールを旅の

しおりに模して作成するなど細部にもこだわり満足度の向上に努めました。これら

のプログラムの変更により、全体満足度 4.80という高評価をいただきました。 

 

(イ)未来の職場見学 

ツーリズム産業の仕事現場を実際に見て、仕事の楽しさや面白さに触れていただ

く取組みを拡大しました。訪問先を刷新し、①新宿エリアのマルイ本館店と昨年 4月

に OPENした StudioJTBの店舗見学により旅行の仕事や働く先輩の姿を知って貰うこ

で働くイメージを醸成。②JTB商品ならではプランを活用した、羽田空港の制限エリ

ア内のバスツアーを実施し、空港で働く仕事をイメージして貰う。など、集客力のあ

るコンテンツを作ることができました。 

 

(ウ)対象を限定したオープンキャンパスの実施 

今年度初めて教職員向けのオープンキャンパスを実施しました。外部講師を招い

てツーリズム業界の展望や、生成 AI と教育についての講座を実施しました。また、

JTB 企画開発プロデュースセンターと連携して低学年層向けのオープンキャンパス

を実施しました。働くことを日常の中から考える「価値観ワーク」を冒頭に実施する

ことで、自身のやりたいことや潜在的な興味関心がツーリズム業界にも繋がってい

ることを伝えることができました。8月から 12月の期間で計 4回実施、参加者 14名

のアンケート結果も 4.93点と満足度の高いコンテンツとなりました。 

 

（エ）出願へ向けた取り組み 

参加学生のアンケートや当日の印象から個別のランクを設定し、Ａ～Ｃランクの

学生に個別にカスタマイズしたメッセージを送付し、出願の促進を図りました。出
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願率 36.7％と（前年+6.8％）昨年と比較すると出願へ繋げることができた学生を増

やすことができました。 

 

【表２】広報・説明会等の実施状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

【表 3】Webサイトの KPI指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）募集の課題と今後の活動展開について 

①営業戦略の継続強化 

＜課題＞ 

・ターゲット校の精度向上によるセールスの効率化 

・ターゲット校からのオープンキャンパス参加率の向上 

・学生や保護者のツーリズム業界に対する興味関心の醸成 

・留学生の合格率の低下及び指定校への認知拡大 

＜今後の実施施策＞ 

・ABランク 85校+未セールス校（旧 Cランク校）の 143校、計 228校へのセールス 

を実施し、セールスターゲット校の精査を進めます。合わせてターゲット校学生の

オープンキャンパス参加率を KPIとして設定し、セールスの精度を高めていきます。 

・JTBの法人連携施策は、個所長推薦制度を復活することで拡大強化を図ります。 

・日本語学校の指定校枠を拡充し、セールス校拡大及び施策を実施して、指定校推薦 

入学選考での出願や、優秀学生の出願を増やして合格率（55.7％）及び指定校から

の出願比率を高めます。 
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②Webサイトの自然流入数を増やす（自走するサイトを目指す） 

＜課題＞ 

・クリック率の向上 

・訪問者数の向上 

・継続した SEO対策の実施 

・生成 AIによる検索への対策（AIO対策） 

＜今後の実施施策＞ 

・SEO対策を継続して実施し、表示されたユーザーへの次のアクションへの行動喚起

を促しクリック率を高めます（メタディスクリプション等の説明文の改善）。 

・効率的な広告施策とつながる広告に費をかけずにユーザーに選ばれる Web サイト

へと進化させていきます。 

・Webサイト内のコンテンツを拡充させていき、訪問するユーザーが知りたい情報を 

掲載し、迷わずたどり着ける Webサイトへと進化させていきます。 

・AIO 対策を実施し、生成 AI が提供する回答に当校のコンテンツが優先的に表示・

引用されるようにベンダーと連携を図り最適化していきます。 

 

③オープンキャンパスについての取組 

＜課題＞ 

・参加率の向上 

・リピート率の向上 

・出願率の向上 

・個別促進の手動フォローによる業務の煩雑さ、手動によるタイミングの機会損失 

・広告からの CV（資料請求やオープンキャンパス参加）を計測できないこと 

＜今後の実施施策＞ 

・（infoCloudMarketing+を活用した）データマーケティング及び個別促進の強化 

(1)MAツールを活用して学生の Webでの行動をきっかけに個別フォローの自動化を

して参加率の向上（日本人 67.0％（前年比 82.3％）、留学生 53.5％（前年比 95.1％））

を図ります。 

(2)スコアリング機能により、確度の高い学生へのフォロータイミングを逃さない。 

(3)広告からの CV計測機能により、広告出稿の精度を高めます。 

・進路ガイダンスへの参加者に対しても、個人情報を取得できた学生に関しては情報  

登録の後のフォローを自動化して来校につなげていきます。 

・リピート参加（2 年次来校者の再度の来校）を促すことができるオープンキャンパ

スの設計（入試・面接対策や卒業生回の実施） 

登壇の実施） 

・学生の体験価値を向上させる体験授業の実施 

・進路ガイダンス参加者に対して、その場でオープンキャンパスへ参加したくなるよ

うな参加学生にとって分かりやすいガイダンス運営を実施します。 
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３．教務・学生指導関連 

今年度は、「ツーリズム業界の成長発展に資するカリキュラムの高度化と実践型教育

の強化」を方針に掲げ、かつ次年度の新カリキュラムを見据え、教育内容の一部再設計

を進めた一年でした。またマーケットの活性化に伴い昨年以上に産学連携の機会を得て、

専門知識の定着のみならず、対話力・主体性及び現場対応力を培う好機となりました。 

 具体的な取組内容、成果については以下の通りです。 

 

（１）26 年度新カリキュラムを見据えた教育プログラムの高度化  

 ①キャリア教育 

キャリア教育科目を「観光キャリアプランニング」から「キャリアデザイン」として

刷新し、1 年後期から前期の履修科目として再構築しました。校外学習「空港・ホテ

ル見学」も秋から 5 月実施へと前倒し、ツーリズム業界の仕事を早期に体感すること

で、業界理解・自己理解を深め、主体的な進路選択につなげました。 

②産学連携 

・「観光メディア論」では、池袋東口観光案内所（JCD）および豊島区文化商工部と２年

連続で連携、フィールドワークを通じて地域資源調査及び観光振興への提案を実施し

ました。今年度は留学生の提案が豊島区の今後の事業展開の参考になると評価され、

学生にとっても大きな自信となりました。 

・東京観光財団（TCVB）「学生インターンシップ事業」に今年度も採択され、墨田区、

神津島へ学生を派遣しました。地域の観光現場を体感することで、各地の隠れた魅力、

諸課題について深く学ぶ機会となりました。 

・ツーリズム EXPO ジャパン 2025 では、当校留学生が「ジャパン・ツーリズム・アワ

ード」の審査員として専門学校から初参画し、大学生に引けを取らぬ多様な視点での

考察が審査関係者にも高く評価され、ツーリズムの発展に寄与する機会となりました。 

・（一社）次世代教育ネットワーキング機構主催「未来探究祭」に当校学生が審査員およ

び運営スタッフとして参加し、イベント運営の現場に携わることで、ツーリズム業界

の幅広さを体感する教育機会となりました。 

③デジタル教育 

2 年目となる「RPA 設計」では、昨年度の課題を踏まえ、論理的思考力を養うワーク

を導入し、より体系的に学べる授業構成へと改善しました。また「IT リテラシー」で

は AI プロンプトの活用を新たに取り入れ、適切な指示による情報取得とともに、生

成された情報の真偽を検証する視点の習得も図りました。 

 

（２）学生動向について 

今年度は新 1 年生 82 名（昨年 40 名）を迎え、学生総数 118 名（昨年 66 名）で

スタートしました。期中における 1 年生退学者は 14 名で、次年度の新 2 年生は 68

名となりました。 

学生の在籍者推移は 【表 4-1】、また学科別の在籍者推移は 【表 4-2】のとおりで

す。 
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退学者の増加の背景としては、近年の学生層の多様化に伴い、入学後の生活環境

の変化による心身の不調に加え、留学生においては入学前と比べ授業時間数の増加

による学習面での適応の難しさなどが要因として挙げられます。こうした状況を踏

まえ、今後は担任による個別対応のみならず、学内全体での学生フォロー体制の強

化を図り、学生一人ひとりの状況に応じた支援を行うことで、退学率の低減に取り

組んでまいります。 

 

【表4-1】 学生在籍者推移 ［単位：人］

2025 2024 2023 2022 2021
年度 1年生 2年生 年度 年度 年度 年度

期首在籍数 118 82 36 66 64 134 304 
(復学者) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (8)
退 学 者 16 14 2 5 4 11 7 
期中休学 0 0 0 0 0 0 1 
期中復学 0 0 0 0 0 0 1 

期末在籍数 102 68 34 61 60 123 297 
退 学 率 13.6% 17.1% 5.6% 7.6% 6.3% 8.2% 2.3% 

 

【表4-2】学科別・学生在籍者数推移［期首］ ［単位：人］

2025 2024 2023
年度 1年生 2年生 年度 1年生 2年生 年度 1年生 2年生

国際観光ビジネス科 51 35 16 39 20 19 40 21 19
訪　日　科 54 38 16 16 16 0 5 0 5

国際ホテル&ブライダル科 13 9 4 9 4 5 12 5 7
夜　間　部 0 0 0 2 0 2 7 3 4

期首在籍数 118 82 36 66 40 26 64 29 35

 

（３）国家資格およびその他各種資格の取得について 【表 5】【表 6】【表 7】 

国内旅行業務取扱管理者試験合格者数（以下、国内）10 名、うち 1 年生の全科目合 

格者は 10 名となりました。合格率は 31.3％（全国平均 34.1％ ▲2.8 ポイント）で、

目標の 70％を大幅未達となりました。総合旅行業務取扱管理者試験合格者数（以下、

総合）7 名のうち 1 年生の合格者は 4 名、合格率 12.5％（全国平均 11.7％ ＋0.8 ポイ

ント）、学生一人ひとりの理解度に応じた個別指導や補講の実施など、学習支援の強化

に取り組んでまいりましたが、結果として十分な成果には結びつきませんでした。学

習時間の確保状況や授業理解度、出題傾向との適合性などの観点から要因分析を進

め、かつ次年度からの授業時間変更に伴い、授業進行や学習支援のあり方についても

抜本的に見直しを行い、試験対策の進め方や学習定着の仕組みを再構築してまいりま

す。そして、合格率の復活、維持を図ってまいります。その他各種検定試験の合格状

況は【表 7】のとおりです。今年度はホテル系国家資格・検定試験において、対象試験

全体で約 9 割の合格率となるなど、専門分野における知識・技能の定着において高い

成果が見られました。また、英語力の指標となる TOEIC においては表彰対象者が 6

名、そのうち 1 名は満点となる 990 点を取得いたしました。これらの成果は、専門教

育と語学教育を両輪とした当校の教育活動の成果の一端を示すものと捉えておりま

す。資格・検定取得は学生の学修成果を可視化するとともに、将来のキャリア形成に

おける強みとなることから、今後も継続的な指導と支援に努めてまいります 
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【表5】 総合旅行業務取扱管理者資格 合格者推移

前年増減 前年増減 前年増減

観光科1年 4 ▲1 12.5% 32 5 1 27.8% 18 4 ▲5 20.0% 20 

全国結果 227 ▲52 11.7% 1,948 279 112 13.2% 2,112 167 ▲111 7.9% 2,102 

他 1年生 0 0 #DIV/0! 0 0 ▲ 1 #DIV/0! 0 1 ▲ 1 50.0% 2 

2年生他 3 2 50.0% 6 1 ▲ 4 10.0% 10 5 ▲ 5 50.0% 10 

7 1 18.4% 38 6 ▲4 21.4% 28 10 ▲11 31.3% 32 

(0) (▲2) (2) (＋1) (1) (＋1)

【表6】 国内旅行業務取扱管理者資格 合格者推移

前年増減 前年増減 前年増減

観光科1年 10 1 31.3% 32 9 ▲5 50.0% 18 14 2 70.0% 20 

全国結果 3,330 149 34.1% 9,759 3,181 165 31.4% 10,141 3,016 274 35.7% 8,458 

他 1年生 0 0 #DIV/0! 0 0 ▲ 1 #DIV/0! 0 1 ▲ 2 33.3% 3 

2年生 0 ▲ 1 0.0% 2 1 ▲ 1 20.0% 5 2 ▲ 3 50.0% 4 

10 0 29.4% 34 10 ▲7 43.5% 23 17 ▲3 63.0% 27 

(2) (▲1) (3) (▲1) (4) (▲1)

合格率 受験者

2025年度

合格者 合格率 受験者

区
分

全
科
目

2023年度

合格者 合格率 受験者

2024年度

合格者 合格率 受験者

2025年度

合格者 

(ｳﾁ留学生)

他

JTC 計

他

JTC 計

(ｳﾁ留学生)

全
科
目

区
分 合格者 合格率 受験者

2023年度2024年度

合格者 合格率 受験者

 

【表7】 各種検定試験 合格者推移 ［単位：人］

2025 2024 2023

　　　資　　　　格 年度 増減 年度 増減 年度 増減
　旅行地理検定日本中級 3 0 3 ▲ 1 4 2 

　旅行地理検定世界中級 0 ▲ 1 1 ▲ 2 3 2 

　ビジネス能力検定2級 7 0 7 ▲ 3 10 ▲ 1 

　ビジネス能力検定3級 3 ▲ 3 6 3 3 ▲ 10 

　パソコン検定2級 11 2 9 ▲ 3 12 0 

　パソコン検定1級 1 1 0 0 0 ▲ 2 

　世界遺産検定2級 2 0 2 0 2 ▲ 4 

　実用英語技能検定1級 1 1 0 0 0 0 

　実用英語技能検定準１級 1 1 0 0 0 0 

　実用英語技能検定2級 2 2 0 0 0 ▲ 2 

　ホテルマネジメント技能検定3級※ 3 3 0 ▲ 1 1 1 

　レストランサービス技能検定3級※ 4 3 1 ▲ 2 3 0 

　ブライダルコーディネート技能検定 4 3 1 ▲ 3 4 1 
　旅のユニバーサルデザインアドバイザー 29 16 13 ▲ 3 16 ▲ 2   

（４）実習・研修プログラムの実施状況について【表 8】 

   校内講義に加え、基礎的な旅行・観光関連実務の体得を目的とした学外実習や研修を 

 学科別カリキュラムに組み込み、実践力の養成を推進しております。国際観光ビジネス

科 2 年次の企業実習では、業界バリューチェーンを意識した 2 箇所派遣を今年度も継

続して実施しました。また、海外研修および海外支店及びホテル実習は、多くの学生が

直接異文化に触れることで視野の拡大と国際感覚の醸成に資する機会となりました。 
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【表8】 学科別 実習・研修実施状況

学科 対象 種別 　　内　　容 実施時期 　　備　　　考

1年 必修 ① 校外学習 5月 羽田空港見学（訪日科、HB科合同）

1年 必修 ② 国内研修旅行 1月 沖縄2泊3日

1年 選抜 ③ 海外支店実習 2～3月 シンガポール・セブにて実施（3名選抜）

2年 必修 ④ 国内支店実習 7～8月 店舗＋JTBG、内定先ホテル、観光案内所（神津島・池袋東口） にて実施（1か月）

2年 必修 ⑤ 海外研修旅行 11月 シンガポール3泊5日

1年 必修 ① 校外学習 7月 巣鴨地蔵通り商店街盆踊り

1年 必修 ② 校外学習 7月 鎌倉日帰り研修

1年 必修 ③ 校外学習 9月 巣鴨大塚天祖神社神輿

1年 必修 ④ 国内研修旅行 11月 日光1泊2日

2年 必修 ⑤ 国内研修旅行 12月 京都2泊3日

7月 東京（都内ホテル）1泊2日研修

2月 千葉・鴨川1泊2日

夏期 首都圏近郊5施設、伊豆2施設にて実施

冬期 首都圏近郊７施設にて実施

1年 選抜 ③ 海外ホテル実習 2～3月 グアムにて実施（１名選抜）

2年 必修 ④ 海外研修旅行 11月 ソウル2泊3日

国

際

観

光

ビ

ジ

ネ

ス

科

国内宿泊見学

1年 必修 ② 国内宿泊実習

①1年 必修

訪

日

科

国

際

ホ

テ

ル

＆

ブ

ラ

イ

ダ

ル

科

 

（５）社会貢献、地域交流 

  今年度は、地域社会との連携を通じ、地域文化や観光振興の取組に触れる実践的な

学びの場が拡充いたしました。これらの取組を通じて、地域への理解を深めるととも

に、学生の主体的な学びと成長につながる機会となりました。 

 【参加プログラム】 

①東京都観光ボランティア（7～8 月、2 名参加） 

②浅草文化観光センターインターンシップ（8 月、各 1 名参加）   

  ③巣鴨地蔵通りミニみに縁日（8 月、4 名参加） 

  ④十文字学園自己発信コースイノベーションフェスタ（11 月、7 名参加） 

  ⑤東京 2025 デフリンピック ボランティアスタッフ（11 月、11 名参加）   

  ⑥鴨祭 巣鴨地蔵通り商店街店舗参画（12 月、3 店舗） 

 

（６）特別講師による授業の実施状況について【表 9】【表 10】 

職業意識の醸成を目的として 1 年生を対象とした「クローズアップ（業界・企

業）」、変化するツーリズム産業における業界動向の理解を目的として 2 年生を対

象とした「クローズアップ（ネクストステージ）」、他業界含め現場の最前線で活

躍しているプロフェッショナルな方々から、経験談を踏まえてホスピタリティの本

質を語っていただく「ホスピタリティ講座」は今年度も多くの企業、関係者に多大

なる協力を仰ぎ、受講者が具体的な行動に移せるような機会の創出となりました。 
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【表9】クローズアップ講師派遣協力機関

科目名

・JTB

・JTBグローバルマーケティング & トラベル

・JTBビジネストランスフォーム

・JTBビジネストラベルソリューションズ

・JTB商事

・トラベルプラザインターナショナル

・クォーニーツムラーレジャパン

・JCBトラベル ・西武・プリンスホテルズワールドワイド

・はとバス ・小田急リゾーツ

・小田急リゾーツ ・東京リスキリング支援センター

・JTB

  ツーリズム事業本部

　エリアソリューション事業部

　ビジネスソリューション事業本部

・JTBコミュニケーションデザイン

講師派遣協力機関

クローズアップ
（業界・企業）

クローズアップ
（ネクストステージ）

・沖縄JTB　　　　・グットフェローズJTB　

 

 

【表10】ホスピタリティ講座講師派遣協力機関

科目名

JTB代表取締役社長 グランドニッコー東京台場
JTBお客様相談室 ホテル一井
JTBデータサービス フェイスアップ
JTBWeb販売事業部 日本エコツーリズム協会
CXコンサルティング 株式会社ティア
流通科学大学

講師派遣協力機関

ホスピタリティ
講 座

 

４．進路指導関連 

2026 年 3 月卒業生（43 期生）のうち、日本人学生の就職希望者 15 名、留学生就職

希望者 16 名、計 31 名が全員採用内定となり、就職内定率 100%（日本人 5 年連続、

留学生 4 年連続）を達成いたしました。【表 12】                 

特に、株式会社 JTB で初の総合職での内定を留学生が獲得することができ、業界内

で活躍できるフィールドが広がりました。 

内訳としては、旅行関連会社への内定者 11 名（全体構成比 35.5％、前年実績比＋

6.9％）、運輸・空港サービス・警備関係は 4 名（全体構成比 12.9％、実績比▲

10.9％）、宿泊・料飲関係は 14 名（全体構成比 45.2％、実績比▲2.4）となりまし

た。 

全体傾向としましては、今年度も市場の完全回復による売り手市場は継続し、各企業
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の採用スケジュールも予想通りの早いスタートとなりました。一方で、宿泊業界は都内

シティホテルで短期間の選考で採用を終了する企業も散見され、地域や企業による採用

動向の差も見られました。こうした状況を踏まえ業界の理解と早期キャリア開発の２軸

に力点を置き、授業と関連させながら就職活動へ繋げました。昨年に引き続き東京都と

リクルートブライダル総研と連携した「ライフデザインセミナー」を実施し、自分の人

生設計の一部として就職活動を考え、視野拡大を図る機会を設定しました。 

 

なお 44 期生（現 1 年生）対象の校内企業説明会を 12 月より開始しております。 

ご協力をいただいた企業は、【表 11】のとおりです。             

継続実施している駿台観光＆ホテルブライダルビジネスカレッジとの合同グループデ

ィスカッションおよび合同面接練習は、相互の発言から学び合う場として位置づけ、自

身の思考や表現を振り返る自己内省へ繋げています。 

 

新たな接点として JTB コミュニケーションデザイン、DNP プランニングネットワー

ク、クオニイツムラーレジャパンにもご協力いただき、学生の選択肢拡大につながって

おります。企業の採用選考は、AI 面接やグループディスカッションの導入など手法の

多様化が進むとともに、離職率の低下による採用数抑制や新卒採用の再開など企業の採

用方針も変化しています。こうした動向を踏まえ、学生のコミュニケーション力や論理

的思考力を高める実践的な就職指導を一層推進してまいります。 

 

【表11】校内企業説明会実施状況（2026年3月分まで）

　　JTB ミリアルリゾートホテルズ

　　JCBトラベル テラスホテルズ

　　JTBビジネストラベルソリューションズ 東海旅客鉄道株式会社

　　JTBビジネストランスフォーム JR東海リテイリング・プラス

　　JTB商事 JALグランドサービス

　　JTBガイアレック JALナビア

　　I&Jデジタルイノベーション JR東日本びゅうツーリズム＆セールス

　　JTBグローバルマーケティング＆トラベル ひらまつ

　　JTBコミュニケーションデザイン

　　DNPプランニングネットワーク

　　クオニイツムラーレジャパン

　　JTB協定旅館ホテル連盟合同説明会（13施設）

　　①ホテル一井 ②ホテル櫻井 ③ホテルヴィレッジ

　　⑧喜久多 ⑨ホテルかずさや ⑩KPG ⑪はいむるぶし ⑫KANAYA　RESORTS ⑬ホテル清風苑

　　④ホテルサンバード ⑤ホテルおかだ ⑥富士屋ホテル ⑦おんやど恵
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総 数 内定率 　＊印は

日本人学生 16 人  100.0%  　留学生採用企業

留 学 生 20 人  100.0%  　★印は

計 36 人  100.0%  　新規採用企業

企 業 名 人数 増減 42期 施設名（企業名） 人数 増減 42期

1 ＊ JTB 3 ＋ 2 1 1 ＊ 新宿東急ホテルズ 1 ± 0 1 

2 ＊ JTBビジネストラベルソリューションズ 2 ＋ 2 0 2 ＊ 西武プリンスホテルズ・ワールドワイド 1 ± 0 1 

3 JTBビジネストランスフォーム 2 ＋ 1 1 3 ＊ 富士屋ホテル 1 ＋ 1 0 

4 JTBガイアレック 1 ± 0 1 4 リッツカールトン東京 1 ＋ 1 0 

5 ＊ 　　　　　　　　★ 1 ＋ 1 0 5 東京會舘 1 ＋ 1 0 

6 その他 0 ▲ 3 3 6 東京ベイ舞浜ホテルファーストリゾート 1 ＋ 1 0 

計 9 ＋ 3 6 7 ＊ リステル 1 ＋ 1 0 

8 ＊ ウェスティンホテル東京 1 ＋ 1 0 

9 ＊ ホテルオークラ東京 2 ＋ 2 0 

●その他旅行会社 10 ＊ 東京ホスピタリティサービス 　　　　　　　　　　　★ 1 ＋ 1 0 

企 業 名 人数 増減 42期 11 ＊ ホテル一井 1 ＋ 1 0 

1 三越伊勢丹ニッコウトラベル 1 ＋ 1 0 12 ＊ 喜久多 1 ＋ 1 0 

2 明電興産 1 ＋ 1 0 13 ＊ サンフロンティアホテル　　　　　　　　★ 1 ＋ 1 0 

計 2 ＋ 2 0 14 ＊ カリコリゾート 　　　　　　　　★ 1 ＋ 1 0 

15 その他 0 ▲ 8 8 

計 15 ＋ 5 10 

●運輸関係

企 業 名 人数 増減 42期

1 東武ステーションサービス 1 ＋ 1 0 

2 JR東日本サービスクリエーション 1 ＋ 1 0 企 業 名 人数 増減 42期

3 その他 0 ▲ 1 1 1 ＊ 1 ＋ 1 0 

計 2 ＋ 1 1 2 その他 0 ▲ 2 2 

大学編入・進学 計 1 ▲ 1 2 

●空港サービス、警備関係

人数 増減 42期

1 JALグランドサービス 2 ＋ 1 1 

2 その他 0 ▲ 3 3 

計 2 ▲ 2 4 

●その他

人数 増減 42期

1 ＊ FRS株式会社 ★ 1 ＋ 1 0 

計 1 ＋ 1 0 

企 業 名

第43期生 就職内定者計 31 名

構成比  3.2% ← 0.0%

企 業 名

前年就職者数

19 人　　　

31 人　　 31 人  

2 人　　　

0 人　　 

0 人　　　16 人　　　

21 人　　 

16 人  

 【表12】2025年度卒業生（第43期生）　就職活動状況及び内定先一覧

就職希望者数 内定者数 未内定者

15 人　　　 15 人  0 人　　　

← 47.6%構成比  48.4%

構成比  6.5%

神奈川大学　国際日本学部（２年編入）

●JTBグループ企業 構成比  29.0%     ●宿泊・料飲関係

構成比  6.5% ← 4.8%

← 28.6%

構成比  6.5% ← 0.0%

    ●大学編入・進学

JTBコミュニケーションデザイン

← 19.0%
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５．総務・財務関連 

（１）収支バランスの維持と経営基盤の安定化 

学生生徒納付金収入については、前期 86 百万円から 1 億 55 百万円に増加しまし

た。教育活動収入では前々期の㈱JTB からの受配者指定寄附金の残額を私学振興事業

団より収受し計上したことにより 3 億 84 百万円となりました。当期の受配者指定寄

付金の受領により、㈱JTB からの寄附金は全額受領となっております。また特別収入

として第 1パソコン教室のパソコン買替の本体代金の半額を補助金として受領してお

り事業活動収入計では 3 億 90 百万円となっています。 

事業活動支出では、引き続き各セクションで収支管理を実施しながら、教育研修費

など教育の質向上に向けた費用や、2026 年度入学者の確保に向けた広報戦略費用へ

の支出をしています。また、前期に実施した教職員室・ライブラリーラウンジの改装

により、管理減価償却費が増加しています。 

結果、事業活動収支差額（基本金組入前 当年度収支差額）は 1 億 27 百万円の支出

超過となりました。 

基本金につきましては、ホテル＆ブライダル実習室を 2 階に新たに設けるなど、価

値向上のための改装工事、老朽や故障対応として機器購入等により、17 億 70 百万円

となりました。 

なお、過去 5 年間を含めた事業活動収支状況、及び基本金の推移は【表 13】のとおりで

す。 

 

（２）設備投資状況 

学校の改装として ①ホテル＆ブライダル実習室の新設 ②旧図書室の教室転換

を行いました。このほか建物設備投資として地下 1 階のロスナイ更新、変圧機器更新

を実施しました。一方、教育用設備では ①授業用サーバー ②授業用パソコン更新 

③故障に伴うスクリーンやディスプレイなど授業用機器 を買替しています。 

なお、学校のブランド力向上に向けた改装は、段階的に実施する予定です。 
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 （３）学校経営の中長期的安定化を見据えた経営課題への対応 

「カレッジ再生プロジェクト」で着手した募集活動に対する改革施策を PDCA サ

イクル化し、年間を通じてデータと行動と検証を繰り返してまいりました。また本丸

であるカリキュラム改革については、2026 年度以降の本格的な実施に向け、時間割の

編成や講師への事前説明、シラバス・授業コンテンツの整備を行い、新年度に着実な

スタートができるように執行しています。 

また、法人として教育事業と収益事業の相乗効果を高めつつ、会計上の分離を行っ

ていくために 4 月 1 日付組織再編を行いました。また、教職員のやりがいを高め、学

生により正対していくために人事賃金制度を改定し、これに基づく目標設定・評価の

在り方を見直しました。2028 年度の法人としてのあるべき姿「世界を繋ぎ、世代を超

えた即戦力人材の育成機関」を具現化するための基盤強化のために、内部統制システ

ムの再構築や諸規程・内規の見直しも図りました。 

 

① ガバナンンス強化 

文部科学省が策定した「私立学校ガバナンス改革に関する基本方針」に則り、公

教育を支える学校法人として社会の信頼を得て一層発展していくために、ガバナ

ンス改革を通じた「学校教育の質の向上」を目指しました。具体的には、「内部

統制システムに係る基本方針」及び綱領を改定し、理事・理事会、監事及び評議

員・評議員会の役割・権限の整理を行うとともに、「職務権限・職務分掌・立案

決済基準」の再整備、執行立案の徹底による意思決定の明確化と透明性に努めま

した。 

 

② 組織力強化（組織再編） 

従来の JTB ツーリズムビジネスカレッジの学校運営強化に加え、収益事業として

の社会人・大学生向けコースの早期確立を見据え、学校法人としての経営強化及

びガバナンスと役割・権限の明確化と意思決定のスピード化を図るために、従来

の 2 部 3 課 2 室体制から法人統括本部の下、2 部（企画総務部・教務部）・3 課

（企画総務課・入学広報課・教務課）・１センター（学生サポートセンター）体

制に 4 月１日付、組織再編いたしました。 

 

③ 人財力強化（人事賃金制度及び目標設定・評価制度の改定） 

中期経営計画に定めた方針・施策、カリキュラム改革を具現化する教職員が個々

の能力を最大限に発揮し、よりモチベーション高く、やりがいをもって改革に正

対するために、人事制度の改定を行いました。具体的には、（ア）属人に応じて

随時対応してきた賃金体系の不整合を仕組みとして再整理。（イ）若手からシニ

ア世代まで能力・スキルに応じた評価、処遇によるエンゲージメントの向上。（ウ）

より組織に対する成果・貢献を意識した報酬の実現を目的とし、基準内給与の見

直しや職位区分と職責、役割成果給、シニア教職員の雇用体系、季節臨時手当の

見直しなどを行いました。 
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④ 生産性向上 

社員意識調査より抽出された「生産性」に対する課題を真摯に受け止め、横断プ

ロジェクトとして生産性の向上に取り組みました。進化する AI やデジタルの力

を借りながら、生産性の意識向上に繋がる取組みの検討を進めました。ワークフ

ローや校務、勤怠などに関するシステムの実質導入としては 2026 年度以降とな

るものの、2025 年度実施の社員意識調査では業務プロセスに係る肯定的回答割合

が 75.0（対前年+15.0、対計画+10.0）と大幅に改善し、生産性に対する意識改革

の兆しが見え始めました。 

 

６．横断プロジェクト関連 

 今年度は、JTC ブランディングの確立に向けた実装フェーズとして「価値向上プロジェ

クト」を昨年度から継続して実施するとともに、教職員意識調査の結果より抽出された「生

産性」に対する課題を解消するために、「生産性向上プロジェクト」の２つを組織横断的

に立ち上げて推進を図りました。プロジェクトでの取組内容と進捗については以下の通り

です。 

 

（１）カレッジ価値向上プロジェクト 

  ①運営方針 

   ブランド基盤整備の確立による実装フェーズへの移行 

②テーマ 

 ア．ステークホルダー別コンセプトの設計 

 イ．ブランドデザイン策定・学内外浸透計画策定 

  ③今年度の開催期間および回数 

2025 年 4 月 1 日～2025 年 10 月 30 日（計 14 回） 

  ④メンバー 

   PJT オーナー兼 PJT マネージャー、当校教職員（計 5 名） 

  ⑤具体的実施事項 

   ア．ブランド訴求の優先ターゲットの決定 

イ．ブランドコンセプト・ストーリーの策定 

ウ．ブランドアイデンティ策定（スクールカラー・公式マスコットキャラクター・ 

学校名表記・ブランドロゴ・SNSアイコン） 

エ．ブランドガイドライン策定 

 

上記の通りブランディング基盤を整え、2025年 12月に教職員、在校生にブランディン

グ概要周知、学園祭（鴨祭）にてブランディングスタートいたしました。 

併せて、学校ホームページリニューアル、2027 年度学校パンフレットにも反映し、戦

略的かつ計画的に訴求を行ってまいりました。今後は、ブランドガイドラインに基づく適

正な運用、効果的な広報戦略、そして効果測定・改善策の PDCA を回し、当校としての

ブランドを広く社会に訴求し、学生募集強化にもつなげてまいります。 
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（２）生産性向上プロジェクト 

  ①設置目的 

 2028 年度のあるべき姿「新たな専門学校モデル」に向けたビジネス（ワークフロ 

ーと仕事のやり方）変革とデジタル化による生産性向上 

  ②運営方針 

   現状の延長線上ではなく、2028 年度の状態から逆算したグランドデザインを描き 

ながら、2025 年度から対処・導入できるアクションは収支計画を考慮しながら随 

時導入を図る。 

  ③検討テーマ 

   ・2028 年度までのグランドデザイン 

   ・教務（教育）のトランスフォーメーション 

   ・ワークフローのトランスフォーメーション 

   ・コミュニケーションのトランスフォーメーション 

   ・ナレッジシェア 

  ④今年度の開催期間および回数 

    2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日（通算 28 回） 

  ⑤メンバー 

   PJT マネージャー、当校教職員 

検討テーマごとにワーキンググループを設置 

  ⑥導入事項 

(ア) 2025 年度内導入 

 ・勤怠管理のシステム導入（改正労働安全衛生法への対応、業務効率化と働く場 

所に捉われない働き方への対応、働き方・時間の概念を変えることによる生産性 

向上） 

 ・校務・出欠管理のシステム導入（学生関連システムのワンストップ化、ＧＩＧ 

Ａスクール構想への対応、ヒューマンエラー削減と時間の創出） 

 ・留学生 VISA 申請のアウトソーシング（担当者の工数削減による時間創出） 

(イ) 2026 年度導入 

 ・グループウェアツール（Google→Microsoft）の変更（学生目線の機能向上、JTB 

グループのデファクトとの連動、AI 関連事業への対応） 

 ・経費申請・承認ワークフローのシステム導入（ペーパーレス、ハンコレスへの 

転換、働く場所に捉われない働き方の実現） 

・教職員の AI/DX リタラシーの向上（GIGA スクールへの対応、教育加重） 

(ウ) 2027 年度以降導入の継続検討 

  ・学生の「デジタル端末一人一台」の実現と学校環境（インフラ、通信、カリキ 

ュラム、テキスト、教員）の整備 

  ・カリキュラムへの AI 活用 
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７．その他 

（1）要員体制について 

 

 
 

（2）情報公開について 

  学校教育法に定められた専門学校における情報公開について、文部科学省が策定した

「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づき、当校の教育

活動その他学校運営に関する情報を、ホームページや入学案内等において適正、適切に

公開しました。主な公開内容は次の通りとなります。 

 学校の概要、沿革、教育理念、アドミッションポリシー、サステナビリティ方針、 

 寄付行為、学則、履修規定、 学科コース毎の特徴（目指せる人材像、カリキュラム、

卒業制作等）、就職・進学実績、キャリア教育・実践的職業教育（実習・実技等の取組

状況、インターンシップ、企業・地域等との連携によるカリキュラム等）、学校行事へ

の取組状況、学生納付金・修学支援、自己評価報告書、学校関係者評価報告書、財務諸

表、事業報告書、監査報告書、役員一覧、組織図、他 

 

（3）学校評価（自己評価報告書、学校関係者評価報告書）について 

  教育活動やその他学校運営の状況について評価を行い、その結果に基づき学校運営の 

改善を図るため必要な措置を講じ、教育水準の向上に資するために、以下の学校評価に

関する取り組みを行いました。 

①自己評価の実施  2025 年 6 月 

 「2025 年度 自己評価報告書」のホームページ公開。 

②学校関係者評価の実施  2025 年 8 月 5 日に「自己評価」に基づく委員 4 名の学校

関係者の評価を行い、評価結果「2025 年度学校関係者評価報告書」としてホームペー

ジ公開 

 

（4）同窓会活動、卒業者支援 

  ①主な会議等 

   ・同窓会役員会   2025 年 5 月 31 日 

   ・同窓会総会       2025 年 5 月 31 日   

    ②会報メール 

   ・『同窓会通信』を卒業生に対し年４回送付（４月、９月、12 月、1 月） 

    学校の現況（リニューアル、学校行事）・JTB アルムナイ登録制度など 
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（5）理事会・評議員会の開催状況について 

 

 

 

 

 

 

なお、2026 年度につきましては、 

理事会 ･･･ 5 月 27 日（水）、6 月 17 日（水）、11 月 25 日（水）、 

2027 年 3 月 24 日（水） 

評議員会･･･ 6 月 17 日（水）、2027 年 3 月 24 日（水） 

  に開催を予定しております。 

【理事会】
回 開催日 議案、議事内容

第1回 2025/4/23 1． 2025年度定時（第1回）評議員会の招集に関する件
2． 議事録署名人の選任に関する件

第2回 2025/5/28 報告事項 1． 収益事業に関する件
2． 2024年度 事業報告及び決算に関する件
3． 評議員の補欠選任に関する件
4． 議事録署名人の選任に関する件

第3回 2025/6/11 1． 2025年度第2回評議員会の招集に関する件
2． 議事録署名人の選任に関する件

第4回 2025/6/18 1． 理事長の選任に関する件
2． 議事録署名人の選任に関する件

第5回 2025/11/26 1． 2025年度 上期学校運営概況に関する件
2.　収益事業の進捗に関する件
3.　 JTCブランディングに関する件
4.　学則の一部変更に関する件
5.　内部統制システムの整備に関する件
6． 議事録署名人の選任に関する件

第6回 2026/2/25 1． 2025年度第3回評議員会の招集に関する件
2． 議事録署名人の選任に関する件

第7回 2025/3/23 1． 校長の選任に関する件
2． 議事録署名人の選任に関する件

第8回 2026/3/25 1．2025年度 学校運営概況に関する件
2．収益事業の進捗に関する件
3．監事監査規程に関する件
4．2025年度 予算改定に関する件
5．2026年度 法人運営計画案及び予算案に関する件
6．中期人財戦略に関する件
7．2026年度内部統制基本方針及び運用実施計画に関する件
8．収益事業の2026年度計画及び名称に関する件
9．退任理事に関する退任慰労金贈呈に関する件
10．議事録署名人の選任に関する件

決議事項

決議事項

決議事項

決議事項

報告事項

決議事項

決議事項

決議事項

報告事項

決議事項

【評議員会】
回 開催日 議案、議事内容

第1回 2025/5/28 1． 収益事業に関する件
2． 2024年度事業報告及び決算に関する件

決議事項 3． 議事録署名人の選任に関する件
第2回 2025/6/18 1． 監事の補欠選任に関する件

2． 理事の補欠選任に関する件
3． 議事録署名人の選任に関する件

第3回 2026/3/25 1．2025年度 学校運営概況に関する件
2．収益事業の進捗に関する件
3．2026年度内部統制基本方針及び運用実施計画に関する件
4．監事監査規程に関する件
5．2025年度 予算改定に関する件
6．2026年度 法人運営計画案及び予算案に関する件
7．理事の補欠選任に関する件
8．評議員の補欠選任に関する件
9．議事録署名人の選任に関する件

決議事項

報告事項

諮問事項

決議事項

報告事項


